
基本情報 

時間割コード／Course Code 311169 

開講区分(開講学期)／Semester 春～夏学期 

曜日・時間／Day and Period 火 3 

開講科目名／Course Name (Japanese) 演習(アメリカ外交論) 

教室／Room C 

開講科目名(英)／Course Name Seminar: American Foreign Policy 

ナンバリング／Course Numbering Code 31INPP6E201 

単位数／Credits 2.0 

年次／Student Year 1,2 年 

担当教員／Instructor 中嶋 啓雄 

基本項目 

履修対象／Eligibility 博士前期課程 

開講時期／Schedule 春～夏学期 

 

授業担当教員一覧 

 

詳細情報 

講義題目／Course Name 歴史的視座から見たアメリカ外交 

開講言語／Language of the Course 日本語・英語 

授業形態／Type of Class 演習科目 

授業の目的と概要／Course Objective  近現代世界におけるアメリカ外交の展開に

関する基礎知識を修得しつつ、それについて研究するための方法論を学び、今日のアメリカ

と世界の関係を歴史的視座から考察する力を養う。 

学習目標／Learning Goals アメリカ外交の歴史的展開の概要を理解し、それについて考察

することができる。 

履修条件・受講条件／Requirement / Prerequisite 特になし 

授業計画／Class Plan  独立から 19 世紀における北米大陸を中心とする勢力拡張、世

紀転換期における急激なグローバル化への対応、第 1 次・第 2 次世界大戦を経て、冷戦と

その後、9/11 の衝撃から対テロ戦争、トランプ後まで、今日に至るアメリカ外交の軌跡と

その基本的特徴を研究する方法を学んで、理解を深める。授業の進め方としては、担当者が

担当部分の内容とそれについてのコメントをレジュメを作成の上、発表して、その後、出席

者全員で議論する。また、担当教員が必要に応じて、取り上げる内容の概要を説明する。 

 教材は、古典から最新の研究成果まで網羅している。また、参考文献として挙げてある、

内外のアメリカ外交史・冷戦研究の標準的文献も参照のこと。 

 アメリカ外交に関する映像も鑑賞する予定。なお、より詳細なシラバス（授業梗概）は、



初回の授業で配布する。 

第 1 回 題目:イントロダクション（導入） 

  

教室： 

第 2 回 題目:George F. Kennan, American Diplomacy 

  

教室： 

第 3 回 題目:Williams Appleman Williams, The Tragedy of American Diplomacy 

  

教室： 

第 4 回 題目:Hiroo Nakajima, "The Monroe Doctrine and Russia," Diplomatic History 

  

教室： 

第 5 回 題目:Anders Stephanson, Manifest Destiny: American Expansion and the Empire of 

Right 

  

教室： 

第 6 回 題目:Paul Kramer, Blood of Government: Race, Empire, the United States and the 

Philipines 

  

教室： 

第 7 回 題 目 :Erez Manela, The Wilsonian Moment: Self-Determination and the 

International Origins of Anticolonial Nationalism 

  

教室： 

第 8 回 題目:Akira Iriye, Power and Culture: The Japanese-American War, 1941-1945 

  

教室： 

第 9 回 題目:John Lewis Gaddis, The Long Peace: Inquiries into the History of the Cold War 

  

教室： 

第 10 回 題目:Grahan T. Allison, Essence of Decision: Explaining the Cuban Missile Crisis 

  

教室： 

第 11 回 題目:Thirteen Days (映画 e) 

  



教室： 

第 12 回 題目:Thirteen Days (映画) 

  

教室： 

第 13 回 題目:Fredrik Logevall, Choosing War: The Lost Chance for Peace and the Escalation 

of War in Vietnam 

  

教室： 

第 14 回 題目:Odd Arne Westad, The Global Cold War: Third World Interventions and the 

Making of Our Times 

  

教室： 

第 15 回 題目:予備日 

  

教室： 

授業外における学習／Independent Study Outside of Class 授業の予習。下記の参考文

献やその他、適宜指示する文献の講読。 

教科書・教材／Textbooks 各回、指示した文献（おおむね半数の文献には日本語訳有）を使

用する。下記の参考文献等も参照のこと。 

参考文献／Reference 佐々木卓也編『戦後アメリカ外交史』〔第 3 版〕有斐閣、2017 年。 

佐々木卓也『冷戦―――アメリカの民主主義的生活様式を守る戦い』有斐閣、2011 年 

Thomas G. Paterson et al., American Foreign Relations: A History, 2  vols, 8th ed., Cengage 

Lerning, 2015. 

The New Cambrdige History of American Foreign Relations, 4 vols., 2013. 

その他、適宜指示する。 

成績評価／Grading Policy 授業への参加姿勢（60％）・購読文献の書評（40％） 

コメント／Other Remarks  授業は基本的に英語で行いますが、英語力に自信のない学生

にも配慮して、授業を進めます。難しい場合は発言は日本語でも構いません。 

 可能であれば対面で実施する予定ですが、出席が難しい学生にはオンラインでの受講も

認めます。また、その場合も ICT 機器をできるだけ駆使して、教室と接続先との双方性を

重視し、授業を進めます。 

特記事項／Special Note  障がい等により本講義の受講に際し特別な配慮を要する場合

は、国際公共政策研究科教務係に事前に相談するとともに、初回授業等、早期に授業担当教

員に申し出てください。 

受講生へのメッセージ／Messages to Prospective Students  専門的な英語文献（おお

むね半数には日本語訳有）を使用するので、この分野の最先端の研究に触れられます。積極



的な受講を是非、お待ちしています。 

 

授業担当教員 

教員氏名／Instructor Name 所 属 ・ 職 名 ・ 講 座 名 ／ Affiliation, Title, Course

 居室／Office 内線／Extension e-mail／E-mail 

中嶋啓雄 国際公共政策研究科・教授 豊中総合学館 510（5 階） 5658

 nakajimh@osipp.osaka-u.ac.jp 
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